



　第 4 回冬季オリンピックは、1936 年 2 月 6 日から 16 日にかけてガルミッシュ＝パルテンキル
ヘンにおいて開催された。本稿では、当該オリンピック大会の開催に至る経緯、経費、および期
間中の宿泊動向について、オリンピック委員会編集の公式記録（Organisationskomitee für die IV. 
Olympischen Winterspiele 1936 Garmisch-Partenkirchen E.V., IV. Olympische Winterspiele 1936 Amtlicher 
Bericht, Berlin, 1936）（以下、OW1936 と略記）に基づき整理する⑴。
　文中、国際オリンピック委員会の表記はドイツ語表記（I.O.K.）ではなく、英語表記（IOC）と
する。また同委員会の開催する会議について、Sitzungはセッション、Tagungは総会と記述する。
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クの開催地は、1933 年にウィーンで開催かれる IOC の総会で決定されることとなった。
　これを受け、ガルミッシュ＝パルテンキルヘン観光局（Die Kurverwaltung Garmisch-Parten-






設に約 25 万～ 30 万ライヒスマルク必要である。両自治体はこの費用を引き受ける用意があ
る。」⑶
　1933 年 6 月 7 日～ 11 日にウィーンで IOC 第 30 回総会が開催され、ドイツ・オリンピック委
員会の提案に基づいて開催地をガルミッシュおよびパルテンキルヘンの両自治体に決定した。そ
の際、第 4 回冬季オリンピックは 1936 年に開催されることは決定されたが、詳細な期日は未定
であることが確認された。あわせて、大会組織委員会の代表にカール・リター・フォン・ハルト
博士（Dr. Karl Ritter von Halt）が決定した⑷。カール・リター・フォン・ハルトは、ドイツ銀行の
頭取で IOC 委員を務めていた⑸。
　1933 年 7 月 1 日　ガルミッシュ＝パルテンキルヘンのステーションホテル（Bahnhof-Hotel in 
Garmisch-Partenkirchen）において最初の基本協議がなされ、競技は 1936 年 2 月 6 日、木曜日から
2 月 16 日、日曜日の期間に開催されることが正式決定された⑹。
　1933 年 7 月 24 日～ 25 日に、ドイツ・アイススケート連盟指導者およびドイツ・ボブスレー





を建設するという建築家ハンス・オスター（Architekt Hanns Oster, Garmisch）の提案に賛同が得
冬季オリンピック「ガルミッシュ＝パルテンキルヘン大会」
─　　─73
られた。同年、8 月 23 日、第 4 回冬季オリンピック組織委員会が発足した。大会組織委員会の
委員長にフォン・ハルト博士が正式に選出された。また、9 月 1 日には、ガルミッシュ＝パルテ
ンキルヘンに本部を置く「（社）第 4 回冬季オリンピック組織委員会」（Organisationskomitee für die 
IV. Olympischen Winterspiel e.V.）がバイエルン・ガルミッシュ区裁判所の団体登記簿に登記され
た。10 月 10 日、グーディベルク（Gudiberg）における大オリンピック・シャンツェ（Große Olm-
pia-Schantze）の建設に関して、シェック市長（Bürgermeister Scheck）の指揮のもとに、建築家ア
ルビンガー（A. Albinger, Partenkirchen）およびルーター（C.I. Luther, D.S.V）の計画に従って、ジャ
ンプ台の協議が開始された。10 月 27 日、帝国・プロイセン内務省において冬季大会の資金調達
についての協議がなされた⑺。
　大会組織委員長が、各国のオリンピック委員会に対して、第 4 回冬季オリンピック競技参加の
招待状を送ったのは、同年、10 月 20 日のことであった⑻。
2．オリンピックの予算
　オリンピック・ガルミッシュ＝パルテンキルヘン大会の予算書（補正後）を検討する。同オリ
ンピック大会による収支は、収入が 241 万ライヒスマルクであったのに対して、支出は 261 万ラ
イヒスマルクであり、収支差額をライヒが補填することとなった。（［表 1］参照）
表 1　オリンピックの収支（単位　ライヒスマルク）
収入の部合計（Summe der Einnahmen） 2,415,368.60
支出の部合計（Summe der Ausgaben） 2,618,259.00





ピックに関わるワッペン等の販売代金によって 6 万 5 千ライヒスマルクの収入を得た。また、オ
リンピック施設を日常的に営業することによる収入（約 15 万ライヒスマルク）もこれに加わった。
　地元自治体からの補助金は、マルクト・ガルミッシュとマルクト・パルテンキルヘンがそれぞ



























Programmen und Abzeichen, Erlös von Olymiaabzeichen）  64,547.03
オリンピック施設の日常的営業からの収入（Einnahmen aus dem laufenden 






















































カール・リター・フォン・ハルト博士（Dr. Karl Ritter von Halt, Mitglied 
im I.O.K,. Direktor der Deutschen Bank und Disconto-Gesellschaft, Berlin）
副委員長（Vizepräsident）
フリードリッヒ・デールマン（Friedrich Döhlemann, Generaldirektor der 







表 5　大会組織委員（Mitglieder des Präsidiums）
テオドア・レーヴァルト博士（Staatssekretär i.R. Exzel-
lens Dr. Theodor Lehwald）
Mitglied im I.O.K.
アドルフ・フリードリヒ公爵（S.H. Herzog Adolf Fied-
rich zu Mecklenburg）
Mitglied im I.O.K.
ハンス・プフントナー（Geh. Reg.-Ray Hans Pfundtner）
Staatssekretär im Reichs- und Preußischen 
Mnisterium des Innern
ハンス・フォン・チャーマー・ウント・オステン（Reichss-




Komm. General des VII. Armeekorps und 
Befehlshaber im Wehrkreis VII
カール・フィーラー（Karl Fiehler） Oberbürgermeister der Stadt München
ヤコプ・シェンク（Jakob Scheck）








Generaldirektor der Bayerischen Gemeinde-
bank ‒ Girozentrale （Schatzmeister）
ハンス・リッター・フォン・レクス（Hans Ritter von 
Lex）
Ober-Reg.-Rat im Reichs- und Preußischen 
Ministerium des Innern
ジークフリート・フォン・ヤン（Siegfried v. Jan）
Ministerialrat im Bayerischen Staatsministe-
rium für Unterricht und Kultus
アドルフ・ガイルハルター（Adolf Geyrhalter）
Oberbeamter der Bayerischen Gemeinde-
bank ‒ Girozentrale
ヤコプ・シェック（Jakob Scheck）
1.  Bürgermeister von Garmisch-Parten-
kirchen
ヨーゼフ・トーマ（Josef Thomma）














リヒャルト・パプスト（Richard Pabst） Dr.-Ing. e.h., Berlin （Eisstadion）
ハンス・オスター（Hanns Oster）











Oberregierungsrat im Reichsministerium für 
Volksaufklärung und Propaganda
ハンス・ゲルト・ヴィントナー（Hans Gert Winter）
Direktor , Reichsbahnzentrale für den 
Deutschen Reiseverkehr
パウル・ヴォルフルム（Paul Wolfrum）
Direktor, Landesverkehrsverband Müchen 
und Südbayern e.V., München
オットー・ゲッツ・リター・フォン・ハイリングブルン
ナー（Major Otto Goetz Ritter v. Heilingbrunner）
Direktor, Reichsfremdenverkehrs-Verband, 
Berlin




表 9　スキー競技専門委員会（Fachausschuß für Skisport）
議長（Vorsitzender） ヨーゼフ・マイヤー（Josef Maier, München）












ハンス・フォッチュ博士（Dr. Hans Votsch, München）
ルドルフ・シンドル（Rudolf Schindl, Garmisch-Partenkirchen）
ヨハン・ノイヤー（Johann Neuer, Garmisch-Partenkirchen）
バイアスロン（Militär-Patrouillenlauf） オーベルスト・ディートル（Oberst Dietl, Kempten）
（注）　z.b.V. = zur besonderen Verwendung
（典拠）　WO 1936, p. 27
表 10　氷上スポーツ専門委員会（Fachausschuß für Eissport）













ハンス・ケック博士（Dr. Hans Keck, Frankfurt a.M）.
ダンネンベルク博士（Dr. Dannenberg, Berlin）
気象業務（Wetterdienst） ハンス・ヘアツォク（Hans Herzog, München）
氷上射撃（Eisschießen） ヨーゼフ・デッチュ（Josef Dötsch, Zwiesel）
（典拠）　WO 1936, p. 28
表 11　ボブスレー専門委員会（Fachausschuß für Bobsport）




シュタニスラウス・ツェンツィツキ（Ing. Stanislaus M. Zentzytzki, Berlin）
（典拠）　WO1936, p. 28
表 12　ガルミッシュ＝パルテンキルヘン・オリンピック交通局
（Olympia-Verkehrsamt der Gemeinde Garmisch-Partenkirchen）




















　オリンピック開催に際して、「ドイツへの旅行交通規程」（Bestimmungen für den Reiseverkehr 
nach Deutschland）によって、外国通貨およびドイツ通貨のドイツへの持ち込みは制限なく許可さ
れることを定めた「外国為替規程」（Devisenbestimmungen）、第 9 回冬季オリンピック大会には、

















2 月 6 日 24,000 11,300 12,000 1,700 49,000
7 日 25,500 8,000 4,000 500 38,000
8 日 25,600 12,800 5,000 1,000 44,400
9 日 25,500 28,600 10,000 2,000 66,100
10 日 23,000 12,600 2,000 500 38,100
11 日 23,000 12,700 3,000 1,000 39,700
12 日 22,500 17,500 3,400 1,000 44,400
13 日 24,500 24,100 9,000 2,500 60,100
14 日 25,000 21,200 9,000 1,000 56,200
15 日 24,400 24,700 4,500 1,200 54,800
16 日 26,000 67,400 60,000 3,500 156,900































ロッパ（4.67 倍）、バルカン（3.74 倍）、アジア（2.7 倍）、スカンジナビア（2.5 倍）であり、逆
に西ヨーロッパからの来訪者が減少している。
表 15　外国人滞在者（オリンピック参加者を含む）の内訳
世界の地域 1936 年 2 月 1935 年 2 月 国　　名
スカンジナビア
（Skandinavien）
499 198 Dänemark, Schweden, Norwegen, Finnland
東ヨーロッパ
（Osteuropa）




Österreich, Tschechoslowakei, Ungarn, 
Jugoslawien


























（WO1936, p. 372, p. 374）
⑵　この点については、IOC, The International Olympic Committee ‒ One Hundred Years, The Idea ‒ 
The Presidents ‒ The Achievements, Volume 1, Lausanne, 1994. 和訳、NPO 法人日本オリンピック・ア
カデミー公式サイト（http://www.olympic-academy.jp）掲載、「国際オリンピック委員会の百年　第 1 巻」
（穂積八洲雄訳）、バイエ ‒ ラツール会長の時代（206 ページ以降）に詳しい。
⑶　WO1936, p. 29
⑷　WO1936, p. 32




⑼　帝国スポーツ指導者チャマー・ウント・オステン（Hans von Tschammer und Osten）については
Steinhöfer, D., Hans von Tschammer und Osten, Reichssportführer im Dritten Reich, Berlin, 1973 および
明石真和「第 2 次大戦期のドイツのサッカ─」『駿河台大学論集』第 32 号、2006 年、51 ページ
⑽　WO1936, p. 74
⑾　WO1936, p. 71
⑿　Kobschätzky, H., Streckenatlas der deutschen Eisenbahnen 1835-1892, Düsseldorf, 1971, p. 23, p. 45
⒀　Bürnheim, H., Localbahn-AG München, Gifhorn, 1974; Kuchinke, S., Die Localbahn Actiengesellschaft ‒ 
Eine bayerische Privatbahn und ihre Geschichte, Stuttgart, 2000
⒁　Innsbrucker Nachrichten, 248/1912, 28.10.1912, in: Österreichische Nationalbibliothek, Historische 
österreichische Zeitung und Zeitschriften, in interete sub, http://anno.onb.ac.at/cgi-content/anno?apm=0
&aid=ibn&datum=19121028&seite=08, 07.05.2013
⒂　WO1936, p. 67
